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Ⅰ指定介護予防サービス介護給付費単位数の算定構造  

1介護予防訪問介護費  

＝二二＝二  葺 注  一   注   ＿＿＿＿＿＿＿＿＿…． ‾‾ 
顧価頭芥諸事1：前面勉強論議七仲山間地域等に居：  
防訪問介護加算：：ける小規模事業所：：任する者へのサー：  

．：加算  ：：ビス提供加算  
l ＿＿＿＿－＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿－＿」 し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．  

3級訪問介護員に  
より行われる場合  
（※）  

要支援  

イ 介護予防訪問介護費（1）   週 が  

要支援  

□ 介護予防訪問介護費（Ⅱ）   週 が  

要支援  

ハ 介護予防訪問介護費（Ⅲ）   週 訪  

1・2  

1回程度の介護予防訪問介護  
必要とされた者  
月につき し234単位）  

1・2  

2回程度の介護予防訪問介護  
必要とされた者  
月につき 2，468単位）  

＋15／100；：十10／100：  ＋5／100  ×80／100  

f2 

2回を超える程度の介護予防  
間介護が必要とされた者  
月につき 4．010単位）  

（1回につき 十200単位）  

－－－－－…－ 
：特別地域介護予防訪問介護加算、中山間地域等における小規模事業所加算、中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算  

】ま、支給限度額管理の対象外の算定項目  

※平成21年3月31日時点で3級訪問介護員が指定介護予防訪問介護事業所に雇用されている場合であって、当該者が指定介護予防訪問介護を  
行う場合は、平成22年3月31日までの問、所定単位数の100分の80に相当する単位数を算定する。  

2 介護予防訪問入浴介護費  

二‾‾‥ 二二．‖‾二．＿＿＿＿∴  
注  注  注  ‾‾  

前幅衝こ護亨て 博打両地頭葡三お：「中元蘭画成季だ畠「 入浴介：ける：するへのサ 

防訪問護：小規模事業所也者ー：  
加算  ：ニ加算  ：：ビス提供加算  

介護職員2人が  
行った場合  

全身入浴が困難  
で、清拭又は部分  
浴を実施した場合  

十15／100 喜： 十10／100：  ＋5／100  イ 介護予防訪問入浴介護費 （1回につき 854単位）  

ロ サービス提供体制強化加算  
（1回につき 十24単位）  

’特別地域介護予防訪問入浴介護加算、中山間地域等における小規模事業所加算、中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算は、支給限度額  
管理の対象外の算定項目  

［脚注］   

1．単イ立教算定記号の説明  
＋00単位  ∋  
－00単イ立  ∋  
×00／100 ＝⇒  
＋OC）／100 コ  

所定単位数 ＋（⊃（⊃単1立  
所定単位数  00単位  
所定里t立教 ×00／100  
所定里†立劫寸 所定堂位数×（⊃（⊃／100  

予防1   



3 介護予防訪問看護費  

山間地ヰ尊 貴任する著へ  

サービス提供  
2人以上による  

介義子防坊間  
■隷妄市う場合  

（1）20分乗満（夜間、早朝、深夜♂  

イ指定介護予  
肪訪問者講ス  
テーションの場  

（4）1時間以上1時間30分未満  

（り 20分未満（夜間・深夜■早朝¢  

（2）30分未満  

口病院又は診  
療所の場合         （3）30分以上1時間未満  

（4）1時間以上1時間30分乗満   

30分乗iの   
壇含  

＋254皐1立  

30分以上の   

場合  
十ヰ02斗位  

1トービス濃供体制強化和算  
（1国につき ＋6単位）  

－－一一…－－－－－【一－1：特別地域介護予防訪問看護加算、中山間地域等における小柳蔓草業所加算、中山間地域等に居住する者へのサビス提供加算は、支給限度額管理の対象外の算定項目  

※医療機器等を使用する者等特別な管理が必要な状態の者への月2回目以降の緊急的訪問については・夜間、早朝・深夜の加算を算定できるものとするD   

4 介護予防訪問リハビリテーション費  

テーション実施加  
短期集中リハビリ  算  

退院（所）日又は新  
たに雲支援認定を  
受けた日から3月  

以内   
＋200単怯  

ロサービス提供体制強化加井  
（1回につき ＋6単位）  

」二中山間地域等に居住する考へのサービス掛共加計ま・支給限度額管理の対象外の算定項目  
．＿▼1▼】＿…＿＿＿＿＿  

5 介護予防居宅療養管理指導費  

二  l   
‾  ▲「  

（1）介護予防居宅横養育哩指導費（1） （（2）以外）                 〔500苧 

1立）  

（2）介護予防居宅療養管嘩指導焚（U）  
〔‡【宅時医学総合菅‡望料又は特定施設入居時等医学  
総合菅瑠料を算定する場合）  

（290単位）  

注  
特別な薬剤の投薬が行われている在宅  
の利用者又は居住系施設入居者等に対  
して、当該藁剤の使用に関する必要な藁  
学的管理指導を行った場合  

＋100単位  

（－）在宅の利用者に対して行う場          （550単位）  

（1）病院又は診療所 の‘撃剤師が行うi島台 （月2回を限度）  

菜剤師が行  
う場合  

の  
場合   

（フ）獲局の轟剤師       〔月4桓］を限度）  

ハ管堰禁裏士  く530単位）  
が行う場合（月フ  

阿を限度〕   

（450単位）   

（1）在宅の利用者に対して行う場合      （2）居住系施設入居者等に対して行う場合  

（1）在宅の利用者に対して行う場合             （350単位）  

（2）居住系施設入居者等に対して行う場合              （300単位）  

ホ 保健師、看護師が行う場合  

※口（1）（二）及び（2）（二）について、がん末期の悪者及び中心静脈栄養桑名二ついては、週2匝】かつ月8回算定できる。  
※居イ‡系施設ス居着等とは、養護老人ホーム、椎茸老人ホーム・有料老人ホーム、高齢者専用賃貸住宅・介護予防小規模多様雛居宅介護、介護予防認知症対応型共同生活介護を受けている者をいう。  
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6 介護予防通所介護費  

注   

利用定員を超  の員数が基準   
利用者の数が  看護・介護職員      える場合  又忘満たない場  は口  

×70／100×70／100   

亘二：：：三回  
：ヰ正面地境専1 ：  

に虚位する者：  

：へのサービス堤：  

；供加算  

l‾■ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ■ ■ ●ヽ  

利用者受入加  
若年性認知症  算  基本部分  

1月につき  

＋240単位  
＋5／100  

ロアクティビティ実施加算  （1月につき 53単位を加算）  

ハ運動器機能向上加算  （1月につき 225単位を加算）  

二．栄養改善加算  （1月につき150単位を加算）  

算 （1月につき150単位を加算）  

吉＿…－＿＿＿＿＿＿＿＿…＿…＿＿＿j：中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算は、支給限度額管理の対象外の算定項目  

7 介護予防適所リハピノテーション費  

「 
］L 注 l  注  

：中山間地域等  

：に居住する者  

：へのサービス提  

：供加算∵  

若年性認知症  
利用者受入加  
算  

1月につき  

＋240単位  
＋5／100  

ロ 運動器機能向上加算  （1月につき 225単位を加算二）  

ハ 栄養改善加算  （1月につき150単位を加算）  

ニ 口腔機能向上加算  （1月につき150単位を加算）  

ホ 事業所評価加算  （1月につき100単位を加算）  

■‾‾‾‾‾‾‾仙‾‾■…‾‾‾‾ 

；7‥中山間地域等に居住する者へのサ鵬ビス提供加算は、支給限度額管理の対象外の算定項目  
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8 介護予防短期入所生活介護費  

l分   注    夜勤を行う職    利用者の数及  l  介護・看護職    員の勤務条件   び入所者の数   長の員数が基    基準を満たさ   の合計数が入   準に満たない    ない場合   所定員を超え る場合   場合   

l予防短期入   要支援1（492単位）   
Ⅰ）  

要支欄2（611単位）   

l予防短期入   要支援1（536単位）  
ロ）  

要支援2（667単位）   

蔓予防短期入   要支援1（4糾単位）  
Ⅰ）   

要声援軍（577単位）   

璽予防短期入   雲支援1（514単位）  
u）  

要支援2（63：】単位）   

×97／100   ×70／100   ×70／100  
介護費（l）   

要支援2（695単位）   

＝ツト製介言‡子  

介書隻譜（Ⅲ）  

套〉   要支鱒2（卵声単位）   

ニット型介三隻予  
ー介三雲費（l）  

〉  要支援2（671単位）   

ニット型介護予  
〔介護費（Ⅱ）  

室〉   要支援2（671単位）   

認知症行勧・  
心理症減緊急  
対応加算  

常勤のユニット  
リーダーをユニッ  
ト毎に配置してい  
ない等ユニットケ  
アにおける体制  
が未整備である  
場合  

（－）単独型介護予防裏  

（1）単独   所生活介護費（  
型介喜隻予  
防短期入  

イ介護予  
姐  

所生活介  く多床室〉  
諸費  （－）併設型介護予防策   

山  
き）  型介護予  

防短期入  
所生活介   
諸費  所生活介護費（  

く多床室〉   

ニット型介 
（り」単独   

型ユニット  
型介護予  
防短期入  ロ ユニット  

型介護予  諸費  防短期入所生活介喜隻譜   
防短期入  くユニット型準個室〉  
所生活介  
諸費  （－）併設型ユニット型   
（2）併設    （1日につ   防短期入所生活介三雲費   

コ   
型介護予  
防短期入 所生活介   
護賛  防短期入所生活介護費  

くユニット型準個室〉   

1日につき  

＋200単位  
（7日間を限   

度））  

1日につき  

＋120単位  
片道につき  
＋184皇位   

1日につき  

十12単位  

（1E引こつき 23単位を加算）  

予防 4  



9 介護予防短期入所療養介護費  
イ介護老人保健施設における介護予防短期入所療養介護費  

の勤務条件墓  入所者の数の合   貫、介霹■■、   
準を満たきない  計数が入所定   
場合   烏麦超える上島合   霊■法士又は  

は   夜勤を行う職員  利用者の数及び    医師、■護■             又   理学■法も作        書曙1覚士の 劃蜘犠測こ遍 たなt、場合   
注  

X70／100    ×70／100   

介護予防短期入所措  
葺介護費（i）  

（－）介凛老人保健  

施設介護予防短期入  
所療養介護費（1）   

介護予防短期入所療  
養介護費（】i）  

＜多床室＞  a．介護老人保健施設   ＜従来型個室＞    b，介護老人保健施設  
∂，介護老人保健施設  
介書手予防短期入所療  

（1）介護                   （「）介謹老人保健    養介護費（l）  老人保健施 設介護予防  

短期入所療  
く療養型老僧こ看護   

養介護費（† 日につき）   

＜多床室＞  

a．介護老人保健施設  
介護予防短期入所療  

（三）介護老人保健    葉介諸費（i）  
施設介護予防短期入  
所療養介護費（m）  
＜療養型毛健こ看護   
オンコール体制＞  介護予防短期入所諌  

養介護費（il）  
＜多床室＞   

aユニット型介護老人  

保健施設介護予防短  
期入所横暴介護費  

（）ユニ∴ソト型介護  
老人保健施設介護予  
防短期入所療養介護   
費（l）   保健施設介護予防短  

期入所療養介護費  
（り  
＜ユニット型準個室＞  

aユニット型介護老人  
保健施設介護予防短  

（2）ユニソ  

介護予肪鳶  
ト型介護毛  老人保憾施設介護予  （i）  人保イ建施設  防短期入所療養介護  ＜ユニット型個室＞  

期入所療養  費（［）   bユニット型介護老人  
く頼盃型芝健：看三豊  保健施設介護予征矢雪   

介護費（1日 につき）  職昌を配信ウ  期入所療養介護芦 （り  
くユニット型準侶悸＞   

婁支捜1（572単位）  

婁支援2（712単位）  

要支援1（631単位）  

婁支援2（785単位）  

要支援1（572単位）  

婁支捜2（712単位）  

要支援1（631単位）  

要支援2（785単位）  

婁支撞1（572単位）  

裳支援2（712単位）  

婁支援1（631単位）  

草支援2（785単位）  

要支撞1（638単位）  

婁支援2（794単位）  

墾支援1（638単位）  

要支撞2（794単位）  

要支援1（638単位）  

要支援2（794単位）  

要支援1（63B単位）  

要支援2（794単位）  

］』剋］］］］］］］  

保健施設介護予防短  
期入所療護介護者  

dユニット型介護者人   （り ＜ユニット型個室ン  

要支捷1（638単位）  

老人保健施設介護予  
防短期入所療養介護  

（三）ユニット型介護   費（Ⅶ） く療養型老壁看護 オンコール体制＞  

要支援2（794単位）  

保健施設介護予防短  
期入所療養介護費  bユニット型介護老人   ，－－ くユニット型ノ隼個聾＞  

要支援1（638単位）  

要支控2（794単位）  

‾‾‾‾’－＋▼ 
盲：特別療養費と緊急時施設療養費は、支給限度額管理の対象外の算定項目  

※PT OT STによる人員配置減算を適用する場合には、リハビリテーション憤能弓削ヒ加算は算定しない〔  
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口療養病床を有する病院における介護予防短期入所療養介護費  

僻地の應師汀 線！†面を届出  

たもの以外で、  
医師の教が事  
華に定〝〉ら九  
た医師のÅ妙  
に60／1〔旧を彙  
して得た数未  
満である場合  

t護師が養鶏  

に定められた  
看護■1のえ  

軌二20／100を  

兼して得た勤  
禾嬬の場合  

僻地の医師石I  

保t†凰を届出  

たもので、医師  

の熱が暮準に  
定めら九た医  
師の■勤に  
68／100を桑し  

て縄た艶束潤  
である場合  

利用蕃の数及  
び入幌泉毒の  
数の合‡十惣が  
入院患者の定  
入を掩える場  
合  

り肘枕痍雷■床介櫨千防甥岬  
ホ鏑三■  

t★洋介h予  
l防I豆郷入所■  ・・     一三 ▲▼  
霊介u■（l）  
雪甘く6い  

介麹（4い  

夢床壬 i支撫2（∴7岳古事位）  

り那加‖＝印介n予断短期  
tl）ホ院書   

t■籍十b  予防短期入  ≠支撫2－仁1泊む単位）  

所1‖■介出 ●  

＝日につき   

享床王 畢章雄2て（741単位）  

り肘翳撫1ホ床介Il事防類蝉  
（三）痍保糠  

貴所床介払子  ■≡・  暮衰撫2（ミ、6q5単蝕  
1介け¶＝コ 
） 雪江‘モい  

介膣く61ゝ  

手康圭 辛支撫2レフio 

一郎東鶉  
t 嚢ホ床織過型  

介量1手柄坦糊  i支援2てぐ・681単性）  
入所糧蓼介護  
■‡I‡  

（2）ホ院靡  

1病床欄り  望介独予隅  軍吏撞2（ワ86単位）  

ね押入月用 ■十It■  

（1E〕Jこつき：   

（墟予既牒沌  垂支援2．（68†単位）  
入所■■介即  
●‡1‡  

書抜く昌ト  
介護‘41）   妻支醸2‥（7鱒単位）   

（コ）ユニソ  

卜聖職陳■  
■■叶＋止  手支橿2（∴795単位）  
手筋短期入  
サ●■・、鵠  
■  

1日つき）   要事援2ニ（∴79早単位）   

4Jユニノ  
型鎮院靡  
濃銃床確遺  要支援2（7由単位）  
型介護予防  
短期人頭書  
一介遭雷  

ヒ1こつ亨〉   畢支援2（795単位）  

特定診療育は、支給隕摩葡管理の対象外の算定項目  

メ【兵師の人員配逓減算を適用する場合には、医師経過措置減算を適用しない 
㌢ 夜勤勤務条作′成男を適用する場合には、夜間勤務等看三攣仙骨を適用しないp  

予防 6   



ハ 診療所における介護予防短期入所療養介護費  

認知痘行動・心  
理症状緊急対  
応加算  

廊下幅が設備  
基準を満たさな  
い場合  

利用者受入加  
若年性認知症  算  

利用者の数及  
び入院患者の  
数の合計数が  
入院患者の定  
員を超える場合  

常勤のユニット  
リーダーをユニッ  
ト毎に配置して  
いない等ユニット  
ケアにおける体  
制が未整備であ  
る場合  

利用者に対して  
送迎を行う場合  

基本部分  

介  
．所   

（従来型個室〉   

（Ⅰ）  b．診療所介護予防 

所療養介護費（ii 

護予防短期入  く多床室〉   
所療養介護費  

介  
、所   

く従来型個室〉   

（Ⅱ）  b．診療所介護予防 

く3：1〉   所療養介護費（i 
く多床室〉   

型診療所介護予防短期 
（2）ユニット型   

室〉   
防短期入所療  

型診療所介護予防短期 
Ⅱ）  

個室〉   

所療養介護費（り  
（従来型個室〉  要支疫2（660単位）  

短期入  
）  

く多床室〉  要支援？（ 765単位）  

診療所介護予防短期入  
a． 所療養介護費（i）  

入所  要支援2 （573単位）  

短期入  
）  

く多床室〉  a．診療所介護予防短期入    妻妾援1（531単位）           要支援1（615単位）              要支援1（≡461単位）            要支援1．．（ 550単位）    要支援2（684単位）   
入所   要支援1（622塵位）  

Ⅰ）   

個室〉  要支援2（774単位）  

入所   要支援1（＝622単位）  

（Ⅱ）  要支援2（ 774単位）  

診療所設備基   
準減算   

－60単位  

1日につき  
十200単位  

（7日間を限度）  

1日につき  
十120単位  

片道につき  
＋184単位   

（3）療養食加算  
（1日につき 23単位を加算）  

：（4）特定診療費  

特定診療費は、支給限度額管王里の対象外の算定項目  
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二老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における介護予防短期入所療養介護費  

利用者に対して送  
迎左行う場合  

常勤のユニツドノー  
ターをユニット毎に  
配置していない等  
ユニットケアにおけ  
る体制が未整備で  
ある場合  

僻地の医師確保  
計画を届出たも  
の以外で、医師  
の数が基準に定  
められた医師の  
員数に60／100  
を乗じて得た数  
未満である場合  

僻地の医師確保  
計画値届出たも  
ので、医師の数  
が基準に定めら  
れた医師の員数  
に60／100を乗じ  
て得た敦夫満で  
ある場合  

定められた有言嚢  
職員の員数に  
20／100を乗じて  

得た数未満の場  看護師が基準に  

a．認知症疾患型介言隻守  

入所療養介護費（）  
く従来型個室〉  要支緩2 （1．007単位）   

b．認知症疾患型介岩蔓∃  

入所療養介護手（）  
く多床室〉  要支援2≡（1．112風位）   

a．認知症疾患型介岩隻う  

入所療養介護費（i）  
く従来型個室〉  畢支捷2 （ 948単位）   

b．認知症疾患型介護コ  

入所療養介護費（1り  
く多床室）  要支援2 （1．053単位）   

a．認知症疾患型介昌隻二  

入所療養介喜蔓費（）   
く従来型個室〉   要支珪2 （ 920単位）   

b認知症疾患型介護二   

入所療養介言隻費（）  
く多床室〉  栗支援2 （1．025単位）   

∂．認知症疾患型介喜彗・  

入所療養介護費（り  
く従来型個室〉  要支援2．．（ 904単位）   

b．認知症疾患型介乙隻  

入所療養介護費（）  
く多床室〉  要支援2 （1．009単位）   

a．認知症疾患準介護  

入所療養介護費（〕  
短  辛支操2 （ 842単位）   

b．認知症疾患型介護  

入所療養介護費（1i  
く多床室〉   要支援2 （ 947単位）   

経過型介護予防短期入  

要支援2 く  744単位）   

経過型介言隻予防短期入  

（一）認知症疾  

大  
苧  
病  院  

介護く6：1〉  

多床室〉   

（二）認知症疾  

患型介護予防短  
期入所療養介三隻  
貴（Ⅱ）  

く一般病院〉  
看言隻イ4：1〉  

介護・こ4て1〉  

（三）認知症探  
（1）認知症  
疾患型介護    期入所療養介護  

予防短期入       所療養介護   費（Ⅲ） く一姫病院〉    費  

（1日につき）   看亘葺く4：1〉      介護く5：l〉  

く多床室〉   
般  
病 院  

患型介護予防短  
期入所療養介護  
費（Ⅳ）  

く一般病院〉  
看護く4：1〉  

介護く6：1〉  

（五）認知症疾  

患型介護予防  
期入所療養介護  
費（V） 〈一般病院〉  

経過措置型   
く多床室〉   

（2）認知症   

護 

（二）認知症疾患型  
（－）認知症疾患型   費（l〉    く従来型個嘗）  

×90／100  ×70／100  

片道につき  
＋184単位   

×90／100   ×7〕／100  

（1日につき）  ふ隻貫し山ノ く多床軍〉   

と認知江疾患 
入所療養介護 

辿個室）   

型認知痔疾蕎 
入所療養介護 

型認知症疾  茎り漫侶畢〉   
憑型介護予  
防短期入所  
療養介喜章煮  ’・■●  

入所療養介護 
般  

型個宴）   

型認知症疾患 
∃入所療養介護 
型準個室〉   

要支援2 （ 849単位）   

型介護  
費（）  

ト型個室）  要支援2 （1．115単位）   

汽り介護  
費（r）  

ト彗り漫侶畢〉  要支援2 （1．115単位）  

‾■∫  
費（）  

ト型個宴）  要支援2 （1，062単位）   

型介喜彗  
費（）  

ト型準個室〉   要支援2 （1．062単位）  

」特定診療費は・支給限度額管理の対象外の算定項目  
＿＿＿【＿＿＿＿＿＿▼  
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10介護予防特定施設入居者生活介護費  

委託先である指定介護予防サービス事業者により介護予防サービスが  
行われる場合  

11介護予防福祉用具貸与費  

中山同地域琴における小規摸事業所  
加算  

特別埴域介護予防福祉梢具貸与加  
算  

通費に相当する頼の2／3に相当す  通さに相当する傾の1／3に相当す  通草に相当する頼長事業所の所在  
に適用される1単イ立の単価で除して  
た単イ立教を加算  

】抗を事業所の所在地に適用される1  
額を事業所の所在地に適用きれる1  

位の単価で徐Lて得た単位数を加  位の単価で除して得た単位数を加算  
個々の用具ごとに貸与費の1／3を限  個々の用具ごとに貸与賢の1DO／1  

0を限度）  
個々の用具ごとに貸与責の2／3を  

」＝特別地域介護予防福祉用異貸与加算・中山間地域等における小規模事業所加算、中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算は、支給限度  
＿＿＿＿▼＿、一▲＿＿  

額管理の対象外となる算定項目  
※要支援1又は要支援2の者については、車いす、車いす付属品、特殊寝台、特殊寝台付属品、床ずれ防止用異、体位変換器、認知症老人排個感知機器＼移動  
用リフトを算定しないハ（たたし、別に厚生労働大臣が定める状態にある者を除く。）  
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Ⅰ指定介護予防支援介護給付費単位数の算定構造  

介護予防支援費  

基本部分  

イ 介護予防支援費（1月につき）  

（412単位）  

口初回加算  （＋300単位）  

ハ介護予防小規模多機能型居宅介護事業所連携加算             （＋300単位）  
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